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review：When too perfect...,liber gott boese./Room/机上位《5/19》
When too perfect...,liber gott boese./Room/机上位
＠BOICE PLANNING
神奈川県相模原市相原 5-12-47-2F
5/19（土）～6/17（土）土日祝のみオープン
12:00～19:00（最終日：～17:00）

表向きには 3つの展覧会が開催されている、この初夏のBOICE PLANNING。
3階のSPACE Aで、海外の 3名のアーティストのインスタレーションが展開されている「When too perfect...,liber 
gott boese.」。
2階のSPACE Bでは、輪派絵師団の映像作品「ROOM」が上映。
そしてSTUDIOでは、BOICEのメンバーがそれぞれ、1台のテーブルの上で個展形式の展開をする「机上位」。
・・・といった具合で。

順路通り、まずは 3階から。

《When too perfect...,liber gott boese.》
いかにも海外のアーティストらしい、コンセプトが全面に押し出されたインタラクティブなインスタレーションが 3つ
パッケージされています。

まず、オーストリアのトニ・クラインレルヒャーさんのインスタレーション。
まず手前に、「お箸なげ」が。
コンクリートの上に妙に行儀よく配置されたそれぞれの行為の案内が不思議な感じを醸し出しています。

 

で、「芸が細かい」と思わず唸ったのが、置かれた紙に漢字が当てられたトニさんの印が押されているところ。これが
入ってることで、いろんな人がこの紙にいろんなことを描いても、それが自分の作品なのだそう。人が描いたものを自
分の作品にするのではなくて、自分の作品が人の手によって他方面へと広がる、そんなイメージのようで、なかなかユ
ニークなアプローチだなぁ、と。
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Being Mogura Tataki

イベント概要

コンセプト：社会構造への建築的介入　＜別紙に詳細を添付＞
アーティスト：kuspace - トニー・クラインレルヒャー＋浦田　千夏子

後援：オーストリア大使館
機材提供：株式会社ホープ　
資材定業：ＥＰＳ建材推進協議会、油化三昌建材株式会社

オープニングレセプション：2004年 3  月 24日（水）19.00〜21.00

Toni Kleinlercher　＜トニー・クラインレルヒャー＞
 オーストリアチロル地方出身。 近年ウィーンでマルチメディア・アーティスト、作家

 として活動し、現在は、東京に在住。 1985年から詩や実験的文学作品など多数の本
 を出版。 2000年、「ディコーディング/リコーディング」という主題で 32人の芸術

家、作家、作曲家による解釈を本にし、ウィーン・クンストハレにてマルチメディア
・イベントを企画。自作 8つの風景アートのコレクション「ディモンタージュ」を出

 版。 2001年ウィーン・コンツァルトハウスにて、作曲家とコラボレーションを行う。
2002年にかけ、ヴェルヴェデーレ・オーストリア絵画館現代美術センター、ストッ
クホルム、コペンハーゲン、ベルリンにて、グループ展「メイキングネイチャー」に
参加。ウィーン・ルートヴィッヒ財団近代美術館にて、マルチメディア・プロジェク

 ト reflected in an unmarked space を企画し 100人の芸術家、作家、作曲家を集
め、鏡の前の無言で自己を見つめる 100人の個性を描写した 24時間ビデオを制作。 
伴い 2003年、reflection（反映）とコミュニケーションを主題としたDVDと本を出

 版。 イタリアのクンスト・メランにて、風景アートのグループ展「美しい眺望」に参
加。東京では、府中市美術館公開制作にて「畳の風景」の発表や千駄木でその他イベ
ントを開催。2003年東京、文化庁任命の文化交流使であるピアニストやチェロリス
ト、クロアチアからのヴァイオリニストとサントリーホール（東京）でコラボレーシ
ョン作品 under construction reflectedを発表。
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